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研究要旨 

COPD アセスメントテスト(CAT)は、特発性肺線維症(IPF)や膠原病関連間質性肺炎(CTD-ILD)の呼吸器関
連の健康状態を把握するツールとして検討されている。しかしながら CAT の点数と予後との関連についての
報告は少ない。今回、IPF を含む線維化性間質性肺炎を対象として CAT 点数と予後との関連について検討を
行なった。結果として線維化性間質性肺炎において CAT により測定された健康状態は予後と関連していた。 
 
A. 研究目的 
 CAT は、IPF や CTD-ILD の呼吸器関連の健康状態を把握するツールとして検討されているが、CAT の点
数と予後との関連についての報告は少ない。今回、IPF を含む線維化性間質性肺炎を対象として CAT 点数
と予後との関連について検討を行なった。 
 
B. 研究方法 
CAT と呼吸機能検査を含む多面的評価を行なった線維化性間質性肺炎 501 例を対象とし後方視的に検討を

行なった。CAT 点数と 3 年予後との関連について Cox 比例ハザード解析、Kaplan-Meier プロット、ロクラ
ンク解析を用いて検討した。欠損値については multiple imputed method を用いた。 
 

C. 研究結果 
年齢中央値 69 歳、男性 320 例(63.9%)、CAT 点数に基づいた impact level は low (0 - 10 点) ︓203 例、

Medium(10 - 20):195 例、High (21-30):80 例、Very High(31 - 40):23 例であった。3 年間の観察期間
において 118 例が死亡していた。年齢、性別、努力肺活量、拡散能、IPF 診断の有無、HRCT の definite UIP
パターンの有無で調整後、CAT 点数は 3 年予後と優位に関連していた(ハザード比(10 点)︓1.458[95%信
頼区間: 1.161 – 1.830])。High および Very High impact level の症例では low impact level の症例と比
較して死亡リスクがそれぞれ 2 倍、3 倍であった。 

 
D. 考察 

今回の研究は、CAT によって測定された健康状態と線維化性間質性肺炎の死亡率との関連を初めて示し
た。年齢、性別、FVC、DLCO、IPF 診断、および HRCT の UIP パターンを調整した後でも、CAT スコア
は 3 年死亡率と有意に関連していた。 
 
E. 結論 

線維化性間質性肺炎において CAT により測定された健康状態は予後と関連していた。 
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